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AutoConnect: 三次元プリント可能なコネクタの
コンピュテーショナルデザイン
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概要：ユーザが指定した二つの実世界の物体に対して，それらに特化し，かつ三次元プリント可能で機能
的なコネクタを自動生成する手法，AutoConnectを提案する．本研究ではコネクタを二つのホルダーの組
み合わせと考える．我々はホルダーを，以下の二種類に分類する．一つ目のホルダーの種類は，規格化さ
れた物体に対して用いるメカニカルホルダーである．パラメトリックに表現されたメカニカルホルダーの
データベースを予め用意しておき，これらに対し，grip strengthという物理的な機能性を制約としつつ三
次元プリントの際のマテリアルの消費量を最小化することで，最適なホルダーを生成する．二つ目のホル
ダーの種類は，規格化された物体以外に対して用いるフリーフォームホルダーである．我々は hold-ability

という幾何的な機能性を考慮しつつ，シェル状のホルダーをプロシージャルに生成する．本研究では様々
な実用例を示すことで AutoConnectの有効性を示す．
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図 1 AutoConnectによって生成されたコネクタの例．(a)車のダッシュボードにスマートフォンを取り付けるためのコネクタ．(b)

チェアの腕の部分にマグを置いておくためのコネクタ． c©Authors

二つの形状のインポート 出力形状位置と向きの指定 提示される候補からの選択

補助パラメタの指定 “Connect” ボタン

入力形状

図 2 AutoConnectを用いる際のワークフロー． c©Authors
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